
　大崎直也さん（八木）と妻の由美子さんは、平成18年に埼玉県から移住し農業を営んでいま

す。もともと埼玉県でサラリーマンだった大崎さんは、仕事のストレスで病気を患い退職し、就

農を目指して全国を巡りました。南あわじを選んだ理由は、二毛作や三毛作を行える環境があ

るからという大崎さん。レタスの栽培方法をJAの営農指導員や農業改良普及センターの人た

ちから教えてもらったり、図書館で本を調べたりして学びました。育苗の際、苗に刺激を与えホ

ルモンの活性化を図るために音楽を聞かせたり、肥料を工夫したりして収穫を安定させていま

す。大崎さんは「このレタスは色艶がよく甘みがある。人に食べて喜んでほしいから、今後も研

究して作り続けていきたい」と話していました。（11月15日撮影）

レタスの収穫、最盛期を迎える
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